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 4 歳 0 か月～4 歳 11 か月 5 歳 0 か月～5 歳 11 か月 
 全体(n=169) 都市部(n=103) 地方(n=66) 全体(n=191) 都市部(n=125) 地方(n=66) 
  
男児   
(n =85) 
女児   
(n =84)
男児   
(n =47)
女児   
(n =56)
男児   
(n =38) 
女児   
(n =28)
男児   
(n=95)
女児   
(n=96)
男児   
(n=63)
女児   
(n=62) 
男児   
(n=32) 




87.1(74) 91.7(77) 85.1(40) 92.9(52) 89.5(34) 89.3(25) 89.5(85) 89.6(86) 92.1(58) 91.9(57) 84.4(27) 85.3(29) 
添い寝 
していない 




















































添い寝している 91.5(248) 91.5(173) 91.5(75) 78.3(47) 87.5(35) 60.0(12) 
過去に添い寝していた 8.5(23) 8.5(16) 8.5(7) 15.0(9) 10.0(4) 25.0(5) 








































両親 23.1(43) 13.8(28) 24.5(26) 15.9(21) 21.3(17) 9.9(7) 
母 52.2(97) 56.7(115) 53.8(57) 55.3(73) 50.0(40) 59.2(42) 
父 8.1(15) 12.8(26) 9.4(10) 13.6(18) 6.3(5) 11.3(8) 
きょうだい・祖父母 16.7(31) 16.7(34) 12.3(13) 15.2(20) 22.5(18) 19.7(14) 






















            Table4 添い寝の頻度       ％(人数) 














毎日 72.0(139) 79.4(139) 71.5(88) 81.1(99) 72.9(51) 75.5(40) 
ほぼ毎日 24.4(47) 13.7(24) 24.4(30) 13.1(16) 24.3(17) 15.1(8) 
子どもが必要と
する時のみ
3.6(7) 6.9(12) 4.1(5) 5.7(7) 2.9(2) 9.4(5) 
 












































































































































































              Table6 誰と添い寝をするのが理想か         ％(人数) 
 全体(n=382) 都市部(n=252) 地方(n=130) 
  男児(n=187) 女児(n=195) 男児(n=122) 女児(n=130) 男児(n=65) 女児(n=65) 
両親 43.9(82) 39.5(77) 42.6(52) 43.8(57) 46.2(30) 30.8(20) 
母親 34.8(65) 39.5(77) 33.6(41) 36.9(48) 36.9(24) 44.6(29) 
父親 6.4(12) 7.7(15) 7.4(9) 6.2(8) 4.6(3) 10.8(7) 
きょうだい・祖父母 13.9(26) 11.8(23) 14.8(18) 11.5(15) 12.3(8) 12.3(8) 

































             Table7 理想とする添い寝の頻度           ％(人数) 
 全体(n=310) 都市部(n=201) 地方(n=109) 
  男児(n=155) 女児(n=155) 男児(n=98) 女児(n=103) 男児(n=57) 女児(n=52) 
毎日 51.0(79) 45.8(71) 53.1(52) 49.5(51) 47.4(27) 38.5(20) 
ほぼ毎日 16.1(25) 20.0(31) 20.4(20) 18.4(19) 8.8(5) 23.1(12) 
子どもが必要と
するときのみ 






































ついて、理想とする添い寝の期間ごとの人数の割合をχ2検定(Java Script Star internet版)に
より比較したところ、有意な偏りは見られなかった。 
 
           Table8 いつまで添い寝をするのが理想か    ％(人数) 














幼稚園にあがるまで 4.5(7) 2.5(4) 5.2(5) 0.9(1) 3.4(2) 5.8(3) 
小学校にあがるまで 54.5(84) 46.9(75) 54.2(52) 51.9(56) 55.2(32) 36.5(19) 
中学校にあがるまで 38.3(59) 42.5(68) 39.6(38) 39.8(43) 36.2(21) 48.1(25) 
中学生以上まで 1.9(3) 6.3(10) 1.0(1) 5.6(6) 3.4(2) 7.7(4) 
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